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日曜参観、PTA 主催研修会 ありがとうございます 
  

 

 

 

「賢く 優しく 逞しく」 

  自分で考え 

    行動できる子ども 

 

 

 

ふれあい道徳 

 

 

 

 

 

 ご家族に見守られ、子どもたちもいつも以上に張り切っていたように見えま

した。6月１１日（日）の日曜参観への来校、ありがとうございます。５年生の教

室をのぞいたとき、教室後ろに保護者の姿が見えないと思ったら、家庭科

「玉留め・玉結び」で、皆さん児童の列に入ってご指導いただいておりました。

４校時の PTA成人教育部主催の研修会「暑さから命を守ろう～熱中症の

対策・対応～」は、役員の方々には、準備から運営まで大変お世話になりま

した。それに応えるように、たくさんの保護者様にご参加いただいて、有意義な

研修会となったこと重ねてお礼申し上げます。研修会後、講師でおいでいた

だいた神埼消防署員さんが、常識とされることが時代でずいぶん変わったと

話されていました。「運動中は水を飲んではならぬ」→「休憩時間に水分をと

る」→「運動中も合間で水分をとる」。講話の中でもあったように、今思い返

せば「あれは熱中症だったのでは」と思うことがあります。 

年間の中で１回は、道徳の授業を保護者（地域）
の皆様に公開するようにしております。日曜参観では、
２年、３年、４年の３学級が道徳の授業を公開しまし
た。あとの学年は、今後の授業参観の機会にと考えて
います。 
２年生「黄色いベンチ」は、公園の黄色いベンチに

乗って紙飛行機を飛ばして遊んで、どろだらけになった
ベンチを見たおばあさんがつぶやいた言葉に、主人公
がはっとするお話。３年生「見つからないリコーダー」
は、ちっとも部屋の整理整頓をせず、学校で必要なリ
コーダーがみつからない。そこから主人公が、自分の
生活習慣を見直す必要があることに気付くお話。４年
生「お母さんの請求書」は、お手伝いの報酬として 400
円の請求書を渡した主人公に対し、母は、400 円と１
枚の請求書を渡す。その請求書には「病気をしたとき
の看病 0円」「食事を作ってあげた 0円」。それを見た
主人公は・・・・ 
使用する道徳資料には、「公共心」「自制」「家

族」などテーマが込められています。個々人が持つ道
徳的価値観の違いに気付かせ、よりよい道徳的価値
に迫るという考え方で行っています。 

不審者対応避難訓練 

 

 

 

 

 

2001 年（平成１３年）６月 8 日、大阪府附属

池田小学校で 8名の犠牲者を出した不審者侵入

殺傷事件から 22 年が経過しました。これ以降、全

国の学校で不審者侵入を想定した避難訓練が

実施されています。中部小は 6 月 20 日に訓練を

実施しました。 

勘違いされると困るので、念のため、訓練を始め

る前に、不審者役（神埼警察署員）が、１年生の

子どもたちに、「ご挨拶」する場面もありました。 

大声でわめきながら模擬刀を持って暴れ出す不

審者（役）を取り押さえるときは、訓練と分かってい

ても緊張感が走りました。事後、さすまたの使い方

など、職員へのレクチャーもしていただきました。 

110 番通報（模擬通報）後、駆けつけて不審

者を確保してくださったのは、毎朝、中部小校門前

で安全指導をしていただいている詫田駐在所の糸

永署員さんでした。体育館で、全校児童にお話も

いただきました。児童代表で 6 年濱野しょうせいさ

ん、木本みのりさんが、お礼の言葉を立派に述べて

います。警察署の方からも、子どもたちが体育館に

移動する様子、あいさつをする様子、話を聞く様子

が素晴らしいとお褒めの言葉をいただきました。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
「かかとをトンってするのですよ。○○さん、つま

さきじゃなく、かかとね。」 
1年生のプールの時間に、１年担当の川原先

生、石井先生が、そう指示を出すと、上靴が見
事に並びました。さすが１年担当職員だと思いま
した。 
私（校長）は、５年生の自然教室のとき、男

子浴場で「ちゃんと上靴ならべなさい！！ちが
う！そうじゃないでしょう！（実際はもっと聞くに堪
えない言い方）」と、カミナリを落としました。私も
「かかとをトンってしなさい」と言えばよかったです。 
「ちゃんと」って「かかとをトンっ」ってことなので

すよね。奥が深い指示だなと思いました。 

 

○か○ぶ○と ○む○し  

 「か」・・・かけない  

「ぶ」・・・ふざけない  

「と」・・・とびこまない 

「む」・・・むりをしない   

「し」・・・シャワーをしっかりする 

 急に気温が上がり、プール学習が気持ちよさそうです。プール開きの以前に、４年生の教室でプールの約

束「か・ぶ・と・む・し」の掲示を見ました。最初の５年生のプール開きのときも、この合い言葉が示されていたの

で、ひょっとして以前から中部小共通で使われていたものか、と思いましたが、やはり４年徳丸学級発信の合

い言葉でした。他の先生方も気付いていて、よいものは共有して全校的に広めましょう、と他学年でも取り入

れたとのことです。こういうところもチーム中部小なのだとうれしく思いました。 

 プール学習は子どもたちにとって楽しい学習の一つですが、事故は大変心配です。プールが始まって２週

間あまり経ちますが、ちょっと浮き足立ってしまって、悪ふざけをして指導を受ける子供も出てきているようです。

「むりをしない」という観点からも、特にプール学習がある日は、ご家庭でもお子様の健康観察をよろしくお願い

いたします。 

おはなし集会（６月） 
 ６月の「おはなし集会」は、全校に５年生の自然教室の
報告をしました。5 年生の代表６名に、①自然教室に行く前
に思ったこと、②自然教室で印象に残ったこと、③自然教室
から帰って思うこと、の３点を２名ずつ報告してもらいました。 
 
①について 
川原ゆうせい さん 
「泊まりに行くだけで、がまんする心が本当に身に付くのかなあ
と思ってました。何よりグループのキャンドルの集いの出し物の
準備がうまくいかない時があり少し心配でした。でもリーダーが
元気づけてくれたので、がんばろう、という気になりました。」 
大久保えみ さん 
「自然とか不自由さを学ぶところで協力できるかなと思いまし
た。他にもみんなで助け合って協力して楽しむことを大切にし
ようと思いながら自然教室の日を待ちました。」 
②について 
志岐こたろう さん 
「わんぱく大冒険のとき、みんなきつくても仲良く協力することを
がんばりました。きつくても最後までがんばりました。誰にでもはき
はきと気持ちのよいあいさつができました。集合時刻も守れまし
た。チームが協力してくれるか不安でした。でも山を登るときに
は、みんなが協力したおかげで最高な自然教室になりまし
た。」 
中村みなみ さん 
「わんぱく大冒険が想像と違って、岩場などがあり大変でグ
ループが離れてしまうことがありました。でも、みんなで助け合
い、協力できたのは、私のグループが一番だと思います。」 
③について 
德永こうすけ さん 
「静かに待つ、ことを学びました。また自然に親しむことができま
した。自然教室が終わっても、グループや友達と協力するこ
とをがんばります。いやなことがあってもがまんすることを大切に
していきます。自然教室で学んだことを学校生活に生かしてい
きたいです。」 
宮地りつか さん 
「友達と協力することで安心できること、あいさつで人との関係
を深めることを学びました。また、簡単なことでも続けることが大
切なことも学びました。いつでも自分で正しいことを考えることは
難しいので、自分の行動を振り返りながら生活していきます。」 
 

７月の主な行事予定  

４日（火） 地区懇談会（各地区 19:30～） 
５日（水） 地区懇談会（各地区 19:30～） 
６日（木） 地区懇談会（各地区 19:30～） 
７日（金） 読み語り（ゆめどん） 
10 日（月） 代表委員会（４年以上） 
14 日（金） 縦割り遊び（朝） 
18 日（火） 着衣泳（５・６年） プール最終日  
19 日（水） 地区児童会、給食最終日  
20 日（木） １学期終業式  給食なし３時間授業  
21 日（金） 夏期休業（～8 月 24 日） 
21 日（金） （午後）個人懇談  
24 日（月） （午後）個人懇談  
25 日（火） （午後）個人懇談  
26 日（水） （午後）個人懇談  


